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もりのにぎわい通信  
 

2016年４月２４日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2016年 4月 24日（日）9：30～15:00 

場所：小山町 観音地 

天候：晴 気温 16～19℃ 湿度 31% 風向 東北東 風速 3m 

定例会参加者：13人：子供 3人、大人 10人（土地改良区 0人） 

■ 活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 ９：４５受付 

１０：００集合 

１０：１５グリーンウェイブ会場の確認 

     植林する場所を決める 

     除草作業開始 （刈払機と鎌に分かれる） 

     植えてある苗木の生育確認と山菜採り 

 １１：３０休憩 

     てんぷらの準備 

     作業再開 

 １２：３０昼食 

 

１３：３０植樹祭会場エリアの手入れ 

     枯れ木の片づけと除草作業 

 １４：３０後片付け 

 １５：００解散（グリーンウェイブ当日の打ち合わせ）  

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 活動報告 

朝からすっきりしないお天気でしたが、定例作業には支障なさそうなので集まってもらいました。

土地改良区の皆さんは、この時期田植えの準備でお忙しいということでお休みです。 

環境保全活動に関係があると思い報告に入れますが、金井さんから昨日夕方、大野台工業団地を車

で走っている時に大きなイノシシに遭遇した、と言う話を聞いて驚きました。事故には気を付けたい

と思いました。以前は、この辺でいなかったイノシシがどんどん増えて、その行動範囲も広がりあち

こちで農作物の被害が出ていると聞きました。イノシシに注意！捕まえたらイノシシ鍋にして食べよ

う！・・・。 

そう不安を元気にかえたところで、グリーンウェイブ植樹祭会場の下見と場所の確認をしました。

北西側斜面に切り倒したスギと切株が見えるように鎌で刈る人と刈払機で草を刈る人に分かれ作業を

行うことに。ここは、しばらく作業が回らず荒れ放題でしたが、休憩までにすっかりきれいなりまし

た。この場所にグリーンウェイブ植樹祭でヒノキの苗３０本を植える予定です。 

ところが、人が入らない荒れ放題は、キジにとって子育の最適な場所なのでしょう。作業中にキジ

の卵を発見したそうです。親鳥が卵を温めていたかもしれません。キジには大変迷惑なことをしまし
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たが、無事にヒナが孵ってくれるといいのですが・・・。 

森もりあそび隊の今日の参加家族は、ふた家族と少ないですが、親子で苗木の生育状況を兼ねた山

菜採りを楽しみました。お昼の山菜のてんぷら用にいろいろな種類の山野草を集めてきました。 

てんぷらを揚げるお手伝いは、６年生の女の子二人と３年生の男の子が一緒にお家でもきっと・・・。 

全員で森の恵みに感謝しながら、揚げたての山菜のてんぷらに舌鼓でした。 

十分に春の味覚を堪能してから午後の作業は、枯れ木の片づけと草刈り作業を時間まで続けること

にしました。 

今日は何とか雨が降らずに作業ができて良かったです。そして、若いお父さん方３人が加わり一段と

作業が捗りました。ご参加下さった皆様、貴重な休日を返上して森のボランティア作業に大変お疲れ

様でした。グリーンウェイブ植樹祭までもう一息です。 

 

記録：星野 静枝 

■森もりあそび隊 

山菜取り 

新緑がまぶしくだんだん緑が濃くなってきた森の散策路をあるきながら子ども達と一緒に天ぷら用の

山菜取りをしました。毎年恒例の行事で子ども達も“わらび”といえばどんなものでどんなところに

生育しているかわかっていてつぎつぎと発見していきます。今年は少し収穫時期がおそくなってしま

ったのか、だいぶ大きくなって葉が開いているものが多く、そうなると硬くて食べられなくなってし

まうのですこし残念・・・。わらびは毎年同じ場所に群生するのかと思いきや毎年少しずつ移動して

いる感じで今年はツリーハウス寄りに近づいている様子。3個の青いバケツにだいたい 15～20本ぐら

いの収穫量でした。わらびは通常は 20ｃｍぐらいの長さなのですがフェンスの端の方に長さ 1Ｍ近い

ものを発見！！みんなびっくりでした。かなりわらびにあった土壌だったんでしょうか？ 

戻る途中で参加していたお母さんが谷津田の斜め斜面を少し下りれば手が届くところにタラの芽があ

るのを発見。このまま下に転がってしまうかもしれないねと話しながらもタラの芽の魅力に負けて命

がけで採取！タラの芽は木にとげも多いし危険がつきもので、少量しか取れませんが山菜の天ぷらに

は欠かせない食材です。入口付近のこごみはだいぶ大きくなって収穫できませんでした。 

 

山菜の天ぷらのほかにも 

6年生の女の子たちで天ぷらを揚げていきました。まずは山菜ではなく・・・子ども達に大人気のサ

ツマイモ。少し時間がかかりましたがホクホクのおいしい天ぷらになりました。つまみ食いしながら

さっとあげられる山菜を次々と揚げていきます。毎年の事ですが大皿 4,5枚に山盛・・今年はそれで

も控えめな方だったかな？塩を付けての天ぷらは素材の味が引き立って春の味覚を堪能することがで

きました。最後の最後でタンポポの綿毛を天ぷらにしてみたいとのことでチャレンジ。こうなってほ

しいなというイメージは風船みたいな感じですが・・・綿毛が集まってくしゅっと小さくなってしま

いました。少し残念でしたが、子ども達の揚げてみたらどうなるだろうって発想は面白いな～と改め

て思いました。ちなみにタンポポの葉っぱは天ぷらで食べられるようです。 

（記録：和田みさ子 ） 

 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、5月 14日（土）予定。グリーンウェイブ植樹祭を行います。 

http://www.g-cycle.org/
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集合写真 

 

  

モミジの周りの草刈り             クズの蔓切 
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                          キジの卵はこの辺りに・・・。 

 

 

  

ようやくきれいになりました。 

 

  

枯れ木と枯れ枝の片づけ               山菜採りは楽しいね！ 
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１メートルのワラビ！     アマガエル         遊びの相手 

 

  

キジの卵が 10個 
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サツマイモのてんぷらをパクリ！        たくさんの種類の山野草 

 

  

てんぷらを揚げるお手伝い 

 

  

タンポポの綿毛をてんぷらに・・・。 
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カントウタンポポ           二ホンスミレ 


